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ダウン症の方のための認知評価尺度（CS-DS）Ver.20200314 

 

評価日（     年   月   日） 

氏 名（            ）    年 齢（   ）才      

       評価者名（              ）  

        ご家族以外の方が評価している場合は、以下もご記入ください 

          担当している期間  （    ）年（    ）カ月  

          担当頻度      （    ）回／月  

 

この評価表は、家族や介護者など、ダウン症の方をよく知る人が回答してください。 

評価は、以下の注意点に添って回答してください。 

   ・作業や活動についての設問は、身体能力的に可能かどうか 

   ・簡単な作業の例は、テーブルのセッティング、簡単な食事や温かい飲み物の準備、宿題など 

   ・コミュニケーションに関する質問は、ジェスチャーや行動などのような、普段のコミュニケーショ

ン方法（例えば、話すことやジェスチャー）を思い起こしてください。 

   ・すべての質問について、もれがないように回答してください。 

ダウン症のある方の全般的な状況に関する質問（該当するものに✓をつけてください） 

１．話すことができますか？ 

   □ まったく話せない   □ 少し話せる   □ 日常会話に困らない 

  → 言葉以外でコミュニケーションをとっている場合 

□ サイン（手話）   □ ジェスチャー  □ その他（        ） 

 

２．視力障害がありますか？ ある場合は詳細を記入してください 

   □ いいえ    □ はい（詳細                      ） 

 

３．聴覚障害がありますか？ ある場合は詳細を記入してください 

   □ いいえ    □ はい（詳細                      ） 

 

最近の生活の様子（趣味や仕事の状況、体調など） 
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これ以降の質問は、 

過去2カ月のダウン症のある方の様子を振り返ってお答えください。 

それぞれの設問を注意深く読み、ない/まれにある、時々ある、頻繁/いつもある 

から当てはまる欄に○を書いてください。 

   

1 頼まれたことも時間が経つと忘れやすいので、言われたらすぐやる必要がある    

2 作業に集中することが難しい    

3 意思決定を要する質問を理解できる(これをやりたいか、あれをやりたいかなど）    

4 いろんなことを説明するのに、同じ言葉やジェスチャーを使う傾向がある 

（言い換えると、限定的な語彙しか使わない） 

   

5 直近（最大30分ぐらい前）、物をどこに置いたかを思い出せる    

6 話題からよくそれる    

7 周囲の関係のない気を散らすようなことを無視できる    

8 意思決定の理由を説明できる 

（例えば、どうして他の活動でなくこの活動を選んだか） 

   

9 ある作業を始めるまでに長い時間がかかる    

10 今やっている行動の詳細を単純に伝えられない    

11 頑固である    

12 その日に見たＴＶや映画のあらすじを覚えていない    

13 少なくとも半年以内に起こった重要なイベント（例えば、旅行など）を思い出せない    

14 部屋に入ってきて、何しに来たのか、どうして来たのか忘れる    

15 物をきちんと整理しようと努力する （例えば、靴下は決まった引出しにいれる、ナ

イフ・フォークなどを正しい場所に収納するなど） 

   

16 一連の手順を含む指示全体を理解できる    

17 作業を完成するときに注意をはらえる    

18 一つの作業・活動から別の作業・活動に容易に移れる    

19 他の人の基本的情報 （例えば、名前、自分との関係性など）を知っている    

20 2つ以上のステップからなる作業を容易に完遂できる    

21 持物を失くしやすい    

22 自由時間に何をするかを見つけることができる    

23 気が散りやすい    

24 自分では気づかないが同じことを何度も言ったり、同じ質問を繰り返す    

25 作業のあいだ中、あわてない    
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26 話しかけられても反応できない    

27 始めた作業は最後までできる    

28 今日やったことを覚えている    

29 作業にどれくらい時間がかかるか見誤る    

30 落ち着きがない（例えば、指を鳴らしたり、足を揺らす）    

31 集中力が続かない    

32 いつものルーチン以外に予定されたことを覚えている（例えば、病院を受診する）    

33 単純な作業はいちいち言われなくてもできる（例えば、トイレに行く、食事をとる）    

34 容易に解決できる小さな問題でも難しいと感じる／小さな問題に固執する    

35 促されないとちゃんと洋服を着たり、その日の用意ができない    

36 作業の途中で何をやっているかわからなくなる    

37 場面や問題に過剰に反応する（例えば、強く怒ったり、悲しんだり）    

38 間違っても気づかない    

39 自分の順番が来るまで我慢できる    

40 これからの作業の段取りをうまくできない 

（例えば、必要十分な時間を確保しておく、材料を集めておくなど） 

   

41 誕生日を忘れる    

42 一度決めたらそれを変えない    

43 助けが必要な時に誰かに頼める（例えば、探し物が見つからないときなど）    

44 毎朝すべきことは全て覚えている    

45 行動が適切でない（例えば、不適切な発言や行動、奇声など）    

46 その日に会った人を思い出せない    

47 文字通りの意味でない表現（例えば、尻に火がつく）を理解できない    

48 ちゃんと考えないで衝動的な行動や話をする    

49 経験したことの詳細を説明できる（例えば、そこに誰がいたか、何をしたかなど）    

50 持物を決められた場所に置く    

51 何かに夢中になるのが難しい    
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52 簡単な指示は容易に覚えている    

53 事前の説明なく日々の決まりごとが変更されても気にしない    

54 簡単なやり方も説明できない（例えばゲームのルール等）    

55 簡単な作業はミスなくできる    

56 その日のこれから後何をすべきか自分で決められる 

（例えば、映画を見る、絵を描くなど） 

   

57 テレビ番組や活動に容易に集中できる    

58 整理整頓ができない（例えば、部屋/浴室が散かったまま）    

59 じっと座っていられる    

60 やるべき作業は繰り返し促されなくても始められる    

61 複数の作業を容易にこなせる（２つ以上の作業を同時に行う    

この1年間で、気になる変化がある場合は、以下に記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＊最後にもう一度、すべての質問に回答しているか、ご確認ください  

評価 

 ＊得点はこの基準で評価した場合のものであり、この方のすべてを表すものではありません。 

  また、得点は認知機能が高い／低いという判断に用いるものではなく、一定期間をおいた後に 

  改めて評価することで、個人の変化を確認することに役立つものです。 

実行機能 記憶機能 言語機能 総得点 

 

／72 

 

／32 

 

／18 

 

／122 
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